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THE EASy wハ Y

スライ ド 1

(HIGH・ 直読兼用 )
(419頁 参照 )

ASA tt FI窓

入射光スケール

|フ ~ト キャントルF

OUT指 示 Fロ

直読用スライ ド2 直読用スライ ド3

この説明書は、「露出計の手引 き」、その他の著書を以 つて米

国写真界にひろ く知 られている、チャールズ・コール教授に、

プ0ッ クウエイ・ カメラ コーポ レーションが、特に「プロ

ンクウエイ・ メーター」の為に、執筆 を依頼 したものてあ り

まして、このたび米国三大露出計の一つに数えられるフロッ

クウエイ露出計 を「セコニ ノク・ スタジオ」 として、発売す

るに当 リチャールズ・ コール教授の原者 より訳出 したものて

あ ります。従 って本露出計の説明書 として優れたものてある

ことは言を僚 ちませんが、露出計の独立 した研究書 としても

権威 ある研究資オ+と して高級アマチユア及プロ作家の好 さ伴

侶 として役立つこと 存ヽ じます。なお英語の原 書を御希望の

む きけ発売元 まてお申 し出て下さい。

・ IN指示 F,‐

ポライト

シネ餃 り日盛

ダイヤル常数C.25



The BROCKWAY modd

世界中て最 も優 れた写真家によリハ リウ ノドて研寝の結果完成 をみた
フ 0ノ クウエイメーターは被写体 にあたる総 ての光線の全量 を/2定 す
るとい う新 しい方式 を利用 したメーターてあります。それ故光が被写
体 に反射 してカメラの レンスに入 る光の量 を調節するのて、フ Clノ ク
ウエイメーターを使用すると高度の精密 1生 を保持 しなが ら極 めて「.7単
に露出値が求め られます。フロ ンクウエ イの核心は光球 てあ ります。

宿 を県テ分モ
q塞
尿り 与曾 1ワ リ9禁 ),3奄 禁奈据 ζ貢 !:「 蒐潔

は自動的に各光源に対 しその撮影に係 りある値 (こ の値 は光源の強度
と方向によつて左右 される)を 指示 します。

入射光スケール

フロ ックウエイ・ メーターのダイヤルは最 も読み易 (て 正確 な値が得
られるよ うに設計 されております。
メーターのスケールには絞 りの各 目盛 毎 に フートキヤン ドルの値が
倍加す るようになつてお り、数値のついていない目盛に対する実際の
値 は次の頁に記載 してあ ります。入射光スケールの最大値はIM(1000)
てある。 しか し子Lの あいている黒色のスライ ドの とりつけであ る場合
は、此の 1旨示値 は30,000フ ントキヤン ドルを表 し子しのあいている黒色

?↑ ζ千ん縁 λ:五 よ手ク
る場はスケ ルの臨 はその ままフ 川ヽ

シヤツタースピー ド

スケールにの つているシヤ ンタースピー ドは新 しい等間隔 目盛による

高原暴橿振Iふ ?寡寧T事 :ち尚壕客月稽ξttt賀三岳差高鷲幾膳
は秒 を単位 とする露出時間の整数値になっております。
これ らの数値の中間に来 るスピー ト値のついているカメラに対 しては
重大な誤差 を生することな しに中間値の推定 を行える様になってお り
ます。
シネロ盛は赤色の絞 りの目盛の下に位 するダイアルの上部に示 されお
互 いに組合せられるょうになつてお ります。

ダイアルの下部に黒色て示される絞りはカメラに最も広〈用いられる
等間隔絞りてあって各絞りの中間値は大きな誤差を生ぜしむることな
(見当をつけることが出来ます。

値問中

65__P

32-[ミ il
い桜
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準 備 段 階

カメラに装
'具

してあるフイルムのASA感 光度を調べなさい´例 え

ばコグ ックロームフイルムは昼間光型て10の フイルム感光度 (イ

ンデ ンクス)を 有する。

左の親 1旨てダイアルが廻転 しないようその 3、 ちを押える。右手の

指てASAセ ノテイング用ボタンを動か してASA感 光度をASA感 光

度憲にtン トす る。

2 入射光の沢1足
〔A〕

光球が フロ ノクウエイの所定の 1立 置に しっか りついているか確 めて下

さい。 そうしたらプロ ノクエイを被写体 に接近 して保 1寺 し光球 をカメ

ラスは撮景多する際のカメラの占めるイ立置に向けて下 さい。

光I求 に入 る光線は被写体 に入 る光1泉 と同一になるように確めて下さい。

片leに 一歩 さかつて光IIKを 何時 もカメラの方向に向けメーターの本体

を旋廻 させて自分の方に面 して読み易いょ うにすると―層 1曼 lJで す .

(光球が カメラ位 置にむけられているFtt C 'ロ ノクウ 子
`め '卜
体 を週

1=さ せても露出の指示値に影響は全 1へ にf庄居ません。

(B〕

入射光スケール上の針の指示値 を読み とつなさい。(名 しも

'1の

指示イ[

か16以上のす場合は、光球の背10に 高照度 trl換用 スライ トを挿入 して下
さヽヽ。

フロ ックウエ イを被写体位 置て「 llキ してた球 をカメラに向ける

法定決の出露

9

~ロ
ンクウエ イを被写体 位 置て保 i寺 して光球 をカメラに向 け る



喫ち ィf〒響校昌
す る場合 は、:Nポ

インターをメータ
_ス ケール上の針

の指示値 と同一値

になるダイヤルス

ケール上の数値 に

セ ントす る

図3 輝度切換用
スライ ドの使用 し

てない場合 はOUT
ポインターをメー

タースケール上の

針の指示値 と同一

の値 になるダイヤ

ルスケール上の数

値 にセッ トす る

3 カ メ ラ の セ ツ テ イ ン グ

A 若 しも高照度切換用スライ ドが挿入 される時は、指先てダイヤル

を廻転 させて赤色の Nポ インターを入射光スケール上の雀十の指示 した

数 と同一のダイヤルスケール上の数字に合せます。 このように して若

しも針が 56を 示 したならばタイヤル上の赤色ポ インター Nを タイヤ

ル上の赤色の 56に まて動か して下 さい。(若 しもスライ |が 光球の背

后の Pll足位置に1季入 していない場合は、自色のOUTポ インターをダイ

ヤルスケール上の赤色の 56に 合わせて下 さい。)

3 ダイャ 'レ の F部 に向い合 つて正確な露出を示すシャ ンタースピー

ドと絞 り目盛の全組合 せか示 されてお ります。ASA感度 R,て i十 の IЬ 示

値が56で は正確な露出は例えば、スライ トをとりつけた場 さは イ/56

て 1/50秒 、スライトを取りはずした場合は111て 1/25′ いとなります。

セントされたシヤンタースピートと枝り1直 との組合せはいずれの組合

せを御使用になつても■支え
'p「

_居 ません。

竺厨↑偽を全「
|:詩

役
`I:F:ち

1lZ場ヲち程遷[|だ履
′

1寺 して使用 しても■支えあ りません

大低の戸タト撮軍の場合 例えばカメラli置 と被写体 1立 置 とて03明 が同一

の場合は フロ ノクウエイメーターは被写体 1立 首てな くてもカメラ位

置にて測定 されて も差支え,,座 居 ません。光I卜 をカメラ位置に向けて

メーターを被写体 1立 置にて使用す る場合、同 じ11に 光線が光球に入 る

ようにとす して下 さい。10



遠景の露出は2度 7gl定する
と最も優れた結果が得られ

ます、正規の方法で最初光
の測定をし、次に廻転部が

太陽の方を向くまで廻転さ
せ、得られた値の中間の値
で露出して下さい。

シネ 1最 影

光線をメltし 市に達べた通りにグイャルをセノトして下さい。

タイヤルの 13卜 には 1:述 の シネスピー トが示されてあります。これに

対「 Lす
る|ll tlは シネ駒数の上に赤色て示 されます。

普通の8 mmン ネカメラは 1`二りにな
つて I・ ります。 ンネスケールの16の

Lに正確なキ支値か得 られるよ うになつてお ります。

もしも16が 2つ の ,マ値の中間に来 る場合には、ご使用になつているレ

ンズのItも 2つ の数値の中間に tノ トして下 さい。

シネ駒数81引11/151,の シャ ッタースピー トを示 し、16は 1/30秒、24

は 1/50オ少、32ま 1/6o秒 、61よ 1/1201少 を示 します。

シネカメラのあ ろものは l・2か めの露出時間 となつているものがあ りま

す。 (ラ lえ は 16R・lて は 1/10サ を示 しているものがあ ります、これを補整

す るには、I「 逆 より1だ け低 いASA感 光度 をセ ントし、次に普通のよ

うに駒数に対応 している|,値 を読み とつて下さい。

人ェ 113月 の もとて■内撮影 を行 うには、光線は主要被写体 とカメラ「1

近 とては 3通 liめ て差異がみ られますのて主要被写体 に接近 して保す寺

して下 さい。

さらきらす る日没の正確な

露出はスライ ドを取 りのぞ

いてから光球 を被写面に向

けると得 られます。 その場

合 INttFpを針の振れ た指示

値 に合わせて下 さい。

著 :

装

Υ
一・ｔ
」

3224

⌒

■ずゝ す



ラ イ トパ リユー

ライトパリユーシヤツター付のカメラをお持ちの方はこのライトパリュ

ーをお使 い下さい。露出値 はLV.S.と 示されている窓から読みとって
下 さい。 メークーの使用は普通のように行い他の場合 と同様にセ ント

するとライ トパ リユーナンバーが得 られます。

ポ ロラ イ ドナ ンバ ー

ダイヤルを正確にセットしますとポロライドカメラ用のナンバーがポ

ロライド窓に示されます。

風景の撮影

プロックウエイメーターの普通の使用法をわずか変 えるだけで側面 と

背面 とよリライ トを受ける被写 面に対 し補整が行われ一貫 して優れた

風景の露出が得 られます。

まず光球 を被写体の面に向けないて、普通の方法で測定値 を求め、次

に光球 を直接太陽 に向けて測定値 を求めて下 さい。適当な矢印 (lNス

はOUT)を これらの二つの測定値の中間に合わせて下 さい。
メーターを被写体 と同様の光線 を受 けるところて保持出来ない場合は

次のよ うに して下 さい。被写体 が日陰にあつて、日向で測足値 を求め

る場合には、光球 を掌 て もつて直射 B光 をさえぎつて日陰 を作 り露出

指示値 を読み とつて下 さい。一方被写体 は光線を受け

`い

て751定者が

日陰にいる場合 は、光球 を広々 とした空に光球 を向けて針の指示値 よ

りも 2目 盛だけ上の値 に適当な矢印 を合わせて下さい。 もしも
'|が

4

を指す とすればタイヤルの矢印は 8に合わせて下 さい。

壮観 な曰没の撮影には普通の操作法 を二つの点で逆に しなければな り

ません。第一に光球 が沈んで行 く太陽の方 を向 くまで回転 させて下 さ

い。次にスライ ドを取 りはず して N矢印を
'十

の指示値に合わせて下 さ

い。光源 を測定するには、此のよ うに露出不足にするを要があります。

こうすれば前景は シルエツ トになります。

14

カメ ラの誤 差

ブロツクウエイは良好な性能を有する規格計器を用いてあらゆる状態

てもつて完全な露出を与えるよう綿密に較正されたものです。しかし

なが ら、カメラに示 されている絞 りとシヤ ノタースピー ドには屡々誤

りがあります、写真器具の誤差はよ くあるこ となのて、何時 も露出不足

スは露出過多になつた場合には露出計をカメラに合 うように、カメラ

自体 のテス トを行 つて下 さい。一定 して露出過多てあ
つたら、公表の

値 よりも高めのフイルム感光度 を採用 して、バ ランスをと
つて下 さい。

一定 して露出不足て したら低 めのフイルム感光度 を使用 して補正 して

下 さい。

零 調 整

革 を光球 に軽 くのせて光線をす
つか り遊断した時メーターの針は零を

指 さなければなりません。 もし零を指 さない場合には硬 貨スは ドライ

バ ーてメーター裏面のゼロ調整 ネシをゆ
つくり運転 させて針 を零にセ

ツ トして下 さい。

15



直読用ス フ イ ドの使 用法

落員|〔
`『

手fili;,i[:i:!ウ 41:ヮ ,:]受じ壼イ|「λ亀忠抵暮i]:li子 発̀
:::iの を選足することよりも迅速にセ ントする方に重点かおかれる場合に

り皆9ラリ全71上夕埜燿浩皇亀虜贅;が「城鸞危:)?lfTナ香え。

:[丁譲?T′よ子」
ンタースピートの組合わせこ対し使用さオ■るよ

スライト1-ASA10て 1/501少 スは1/60オ少
ASA25て 1/1001,ス は1/125秒
ASA50て 1/200秒 人は1/2501少

スライド2-ASA16て 1/501,い ,tよ 1/60秒
ASA32て 1/1o01ル  :|ま l′/1251い
AS A64て 1/200秒 く́は1′/250

スライ ド3 -ASA40て 1/501ナスは1/60千少
ASA80て 1/10011ス は1/125秒
ASA100て 1/125秒
A SA200て 1/250イ少

スライドをはずした場さ
ASA10(16)て 1/2千

`いASA200て 1/301)● は1/60澪少
ASA400て 1´/601'■ は1/125秒
ASA800て 1´/125オ少又は1′/250不少
ASAl,000て 1´/2501'

これらの直読用スライドはメーターをある特定のフイルムとシヤノタ

うII:を′I::姜まう|::;!;をさ:::lll繁橿:祟島
るためにメーターを向け

'十

が停止 する時の

“

交りのオ旨示値 を読むだけて
・

よいのてす。
これは正確 な絞 り値 となりま,か ら、安心 してシヤッターを切 つて下

'∵

殊基(」能長]を ?hよ子∫
したりするを要はなヽ 晰用スラ

註 :ス ライド1は 9頁 のB項 に記載 されている露出の算定にも使用 さ
れる。

正確な露出の最新の決定法は今迄の説

明で充分です。

御愛用のプロツクウエイメーターを正

確に使用すれば自信をもつて撮影が出

来ます。

次頁以降は上級のアマチュアとプロの

写真家に対し有益な手引が掲載されて

おります。

:6
:7



プロツクウエイメーターのオ寺異1生

ブロ ンクウエイメーターはその日盛指示値が入身1光目pち 被写体 に入 る

光線にのみ基ず くのて高い正確度 を保つのである。

被写体 を照明する入射光線 をあますことな く測定す る此の方式は米国

に於ける主要プロ写真家や聖林映画撮影技師によつて試用 されてお り

異口同音にブロックウエイメーターはカラーにも黒 白にも完全露出を

与 える露出計 として、アマチュアに もプ ロに も賞讃 されています。

プロックウエイメーターによって決定 された露出が真価 を発揮するの

はカラースは黒 自で皮膚色の撮影 を行 う際である。皮膚の色は訓練 を

経 てない肉眼が良悪いずれかを識別 し得 るカラー撮影に於ける唯一の

色合である。その他の色は明 る (て も、D=く ても、冷色化 しても、温

色化 しても差文えないが皮膚の色だけは正確である事 を要す る。

併 しなが ら撮影者の芸術上の要求に応 じて実際 、肉眼に視 えるよりも

明暗の度合に変化を与 え描写 して も差支えなぃ 。

プロンクウエイメーターは一定の周知の基準点を確立 し、 しか も是 れ

より離 れる事により特殊の効果 を達成するよう利用す る事 も出来 ます。

を要あればこれ らの効果は前の経験 より決定 されるの と同 じ露出のず

れを利用すれば何時 も再生出来 ます。肉眼 に映 つた通 りに主要被写体

を1苗写するには必ずブロックウエイメーターによつて決定 される露出

を使用いた しま しよう。

用途の多様性とその三大特色

.慾

光 I木 :露 出決定用

上 :己二個のアクセサリーを取 りつけるとブ

0ン クウエイメーターは極めて用途の多い

計器とな り、これによ り照明露出上の要因

をことごとく』1定 し、これにょ り調整が可

能 となります。

光 球 は露出決定用 としてのみ使用 され入射光線の照度の実効フ
ー ト

キャン ドルを指示 します。

白 〔
=平
オ反は照明 コントラスト調整用 として用いられ入射光線の照度

のフー トキャン ドルの滑l定 に使用出来 ます。

光 角 度 板 は輝度域調整用として用いられ相対輝度 を1詢蔵します。光角

度板は入射光の 7Sl定値が得 られない光線の少ない状態て是非 とも急
い

で露出決定が要望 され る場合に使用 されます。

白色平板 :照 B月 コ

ン |ラ ス ト調整用

光角度板 :輝度域
調整用

:8



板平色自

自色平板によリブロ ックウエイメーターはフ ー トキヤ ン ドル式露 出

計 となり写真撮影のみならずその他の 目的にも同様 に照度測定用 とし

て用いられる。

被写体位置に保持 して光源に向けて被写体 に入 る光線の強度の測足 を

行 う。此の様 に各光線 を Bl定 す ることによりliR影 者は女口何 なる採光装

備て も、その記録が とれるようにな りか くして将来如何 なる際 にもそ

のpl明 の再現が可能 となる。併 しなが ら、自色平板 をとりつけた際 の

デイレクターSの はるかに重要な用途はクローズアツプ用主要 ライ ト

と補助ラィ ト間の対照士ヒの月1定 を行 うことであ る。

1 光球の代 りに自色平板 を取 りつけなさい。

2 露出計 自体 は被写体位 置に保持 して刑1定対

称の光源に自色平板 を向けなさい。

3 針 を読みなさい、針はスライ トが挿入 され

てな い時 は フ ー トキヤ ン ドルの値 を示 ま

す。 メライ ドをオ季入 した際 は針のま旨示 目盛は

30イ音しなければならない。

スライ トが挿入 されてない場合は露出計の

'十

のオ旨示値 は直接 フー トキヤン ドルて もって

示 されます。

照 明の コン トフ ス ト調整

コン トラス トの測定

L光 |'を つける。

フロ ノクウエイSを 被写体位 置にて保持 し自色平板 を光源
に向け

る。九源の強度の
`i取
りを行いなさい。

11助 光源 をつけて白色平 lftを 被写体 の位 置か らそ
の方向に向け

る。掌 て主光源(lR)が 自色十板に入 って
こないように達断す る、補

BIJ光 源の強度 を読み とる。

4 主光源の強度 をネ由助ん 原の強度て
=1っ
て対照比 (ラ イ トバ ランス)

をホめる。

実例 主光源の指示目盛は 500て 、補助光源の指示目盛は250と す る。

月員明の文11こ比 =踏 |=:ス は
2対 1(21頁 劃 員)

補助 ライ トの位置スは強度 を調節すること
により対照比 を所要の値に

合せてから、自色平板 をフロツクウ
エイより取 り除 さ光球 を代 りに と

りつける。さて露出は普通の方法て決定 される。

3

主光線の測定 補助光線の測定 ,

2:
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主光線を一定にし補助光線を変化さ

せると11明 の対11比が変化する。

明るい画面は 3つ の照明上の要因を

もれなく完全に調整した結果である。



α K戸 外
照明 コン トラス トの調整

太陽光線のバランス

撮影所て得 られるの と同一の厳 密なβa明 コン トラス トの調整が戸タトて

も達成 出来 ます。太陽 は普通主光源てある。 被 写 体 の陰影部 を3月

る (す るのに自色スは銀色のレフレクターを(費 用 します。大
「易光線の

強度 と、 リフレクターの強度 を月1個 に;11足 しそれらの対比 を一貫 して

良好な1吉 果 を得 るために,主意せねばならない。ブロ ンクウエイの驚異的

光線11足 により太陽光線の強度の目盛指示が可能 とな ります。自色平

板 を所定の位 置に とりつけ太陽 に向け針の指示値 を読み 4FAる 。次に自

色平板 をリフレクターに向けて太陽 の直射が自色平板にあたらな
いよ

うに掌 で違断 して指示値を読み取 る。此の補助 ライトは最上の カラ
ー

の効果 を得 るために主光源の%～ /と しなければならない。黒白て一

層劇 8勺 な効果を得 るには高めの対比、例 えば反射光 と太陽光線 との強

度 との比が鳥 下ゝになるようなものを使用すればよい。高照度切換用

並にASA10て %の シヤ ンタ~ス ピ
~卜 直読用スライ ドN01を とりつけ

た場合には、針の指示値 は30イ
=に
しなければならない。若 し 125を指

示 したら光線の ;蛍 度 は 125× 30‐ 3750フ ー トキヤン ドルである。 :亥

ライ ドをスとりはす した場 合は、 '十 のオ旨示 {直 はフー トキヤン ドルて
・

直接に与 えられる。ライ トのパランスの調節が行れたら、自色平板 を

とりはず し光球 をとりつけて通常 どお りに露出を70定 して下 さ
い。 し

か しリフレクター、太陽 、空 よりの光線が全て確実に光球に入 るよ う

にする事 をお忘れな く。

写複

複写用ASAイ ンデックス

若干の複写 フ イルム 乾板
「
〕1与別 ASAィ ンテ ンクスが独写外上におか

れた白色面の露出 :十 担1定 値用 として発行 され ています。これらの イン

テ ノクスは Bt通の反射光式露出計により,ヽ められたメ1定 値て許容露出

をホめ るよう補正 されているものです。これらの インテ ンクスを使用

す るには、九角度板 をフロ ノクウエ イメーターに とりつけてからフイ

ルム感光度 を合わせて反射光′11足 をしなければなりません。 しか しよ

リー層正確 を期するには自色千オ長スは光球 を フロ ンクウエイメーター

に とりつけ下表に換算されているインテ /ク スを使用 して下 さい。メ

ーターをネ夏写物に干 らにのせ、 |ヨ 明の均 ―の有無をテス トするために

前後左右にメーターを移動 して下 さい。

ЁI色 面の露出計 11を ぬ用として

発イ子(1角 度板)さ れているA
SAイ ンテックヽ

80
50
25
20
16
12
8
3

2 5
2

1 5

フロ :ク ウエ イに向色十枚 をと

りつけて |゛
「
1さ れ る補整 ASAイ

ン テ ンクス

400
250
125
100
80
64
40
16
12
10
8
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板度角光

二重の目的

光角度板は光球の代 りに使用 され二重の日|う にあてられる。

1 輝度域調整
2 急 を要す る場合の露出決定

輝度域調整

光球 により正確な露出を得 るために/el定 されます、実効 フ
ー トキヤ ン

ドルは輝度域の中点 を決定するものてあ ります。

1.正確な露出決定
被写体 で最 も大切な部分の所てプロ ンクウエイ・ メーターを保持 して

普通の方法て露出を決定 して下 さい。

例えば、スライドをはずしておくと、針は11を す旨示します。エクター

クローム・フイルムT型 (ASA感度目盛10)では露出は1/11と 1/16の

中間て1秒 となる。

2.輝度域の中点の決定
輝度 は反射光11定 により決定 されます。入射光 スケールより反射光の

露出値 を得 るには、全指示値は Nポ インターて読み とる必要があ りま

す。このポ インターは普通の機能以外に光角度板 を併用する様に設計

されてい るのてあ ります。

例えば、 1て 露出を決定す るにはOUTポ インターを11に セ ントする老

要があ ります。lNポ インターはそ うすると2の 目盛値 を示 します。 2

は輝度域の T度 中点を表す、是は光角度板 を用いて中間の灰色の カー

ドより得 られ る目盛指示値 を表す ものてあ ります。(正確 な露出決定に

於 ては Nス はOUTポ インターの使用の有無 を問はずINポ インターは常

に輝度域の中央 を指示す る)

26
IT店 l・Iの pl足

若 しも併 しなが ら、イン・ポ インターがアウ ト・ポ ィンターを針のキロ

示値に合せ る際、スヶ―ルの目盛 よりはずれる場合には光の強度が低
すぎて光角板では、使用に耐 え得 る目盛指示値は得 られない。

3.被写体の輝度域の決定
(a)光角板 を光球の代 りに とりつけなさい。確実にスライ ドを取 りは
ず してお く、さて針はオロ対輝度 を指示す る。

(b)露 出計を被写体 より凡そ 6イ ンチ程離 して保持 し被写体の各面に
光角度板 を向 けな さい。根1定面 (大体 6イ ンチの直径の円)に 露出計
の影 を投 しないようにする。輝度城 を決定するには便宜上フートキ

ヤン トルで光の測定値 を読み取 る。前に得 られた中点 2は フートキ
ヤン ドル・スケ_ル の16に相 当する。
(C)輝 度域を得 るには、最高の指示目盛を最低の指示 目盛で割 る。例
えば、最 も輝度の高い面の値が64で 、最 も輝度の低 い面 を 4と すれ

ば、輝度域 は

Υ=fで、16対 1となる。



4.侵 れた色彩li写の得られる上下限度の
'大

定

(a)被写体 にきまれる。れit,1本 ご)高 い方の 「ヽ11か ti■ の lllliの 11占 11

下て低 い方の I革「1か

'11占

t」 l・D(印 ',I`ヽ て111t l■が
16111サ |(Fに

な つてヽ` る)i場 1卜 は人[の 色|■ 1月 山 ||||(も つて過●
'な

こ |´ √,|こ

与か碍られる。

(b)前
'1て

、光角It l女 を‖〕いて

'Itし
た面が64(中 ■ 16X l‐ 61,1,

あ くなる場 さはその面の色か |∵ と してIL写 される.lLの 血に入11,

る光の強11は 、たをあてぬよ うに
'し
∵:に して、|■少 させるlt iか

あ る。

(c)4(1611‐ |)よ りもJGい [i[1し 11 lJな
=iを

1島
[メ ヽるには是

れらの面にたを,')に あて (1ら (tiけ れはならない 1111て よ

1ヒの「R Itよ りしAヽ 面ヽ は 111ヽ it｀ か ら、 1● :il it,■ てはない。 フ

oン クウエイ メーターは中■の l iJい すれ も6 Li目 の目燃区画 て

色の普通の輝度■のFRIIを 示 すようにな
つている。

輝度域の中点
光球 を使用 した場合の

露出指示値

鍋 に

露 出用光 角度 板

1 光角度枚使用の際 は必ずスライ トは取 りはず してお (。

2 光角`度板は被写体 に向ける。

3 イン・ポ インターを
'1の

指示 した目盛区画に合せ る。

反射光による露出

被写体 を照 0月 する光線中て フロ クウエイ メーターを保持 して沢1定
の行えない状況ては 光角嗜 l・ を使 うと、露出の 1旨示 目盛が得 られる

よ うになる。

i=か ら撮影する!場 合や it‐ の ショーウイン トウや色彩ガラスの窓の写真

をliRる i場 合には光球の代 0に た角度 lr7を 利用する。 スライ ドは必ず取

りはず し、た角度 lFIを 被写体 に向け、針の指示値 を読み とる。

'it事
項 :光 角度枚 を使用す る場合は輝度 切 l●Al用 スライ トを決 して使

用せす、イン ポ インターはilの 1旨 示に合せる。光角度板 を用いて得

られる露出値 は市β反されてる反射光メーターと同程度 に正確 な結果

をもたらすか光I未 を使用 した場合の諸利点 1ユ 得 られない。
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近 代 的 照 明 の 調 整

11明 の調整 を十うに行 える1■能 を色々 と有ず るフロ ツクウエイ 。メー

ータにより今 まてに考えられなかった程撮影所のセ ツトが迅速かつ確

実に出来 るようにな つている。次に、映画のシーンを完全にコン トロ

ール してセ ットを行 うために望 ましい諸段階について説明致 します。

同 じ方法 を静画撮影に適用 しても差支えない。必要事項 としては、コ

ダクロームA(ASA16)、 レンズの絞りf″ 8、 ス秒 (24駒 /秒 )の シヤツ

タ・ スピー トに対 しβ員3月 の セ ツトを行 な う。

第一段階

全般的光量の強度を求める。

(a)フ コ ンクウエイ・メーターのASAを 16に セツトする。

(b)ン ネ・スケール上の24を f/28に 合せる。

(C)ア ウト・ポインタの指示イ直は11よ りやや高めとなる。メータース

ケールによると、11(500)ょ り高い区画は650フ ート・キヤンドル

であつて、此の値は該特定の条件で必要な光量てある。

第二段「皆 キーライトのセンテイング

(a)キ ーライ ト (主光線)を つけ被写体 の照明を行 うに必要な方向に

調整す る。

(b)ス ライ ドは取 りはず して、プロ ツクウエイを被写体位 置にて保持

し光球 をカメラにむげる。

(c)針 が 650よ リーつ下の区画(500)を 指すまで主光線の強度の増減

を行 う。是 れにより、補助光線が加 えられる時 は第一段階の (C)に

於 て要求 される65oひ まで日盛指示が上昇する事になる。

30

第二段階 照明コントラストの調節

(a)光球の代 りに自色平板 をとりつける。

(b)キ ーライ トの強度 を測定する。(500フ ー ト・ キヤン ドルが多分読

み取 り値 となる。)

(c)補助光線 をつける。

(d)照 8月 の コン トラス調整の項 て説明 した通 り適切な照 8月 のコン トウ

ス トを得 るよう補助 ライ トを調節する。 (2対 1に対 しては補助光線

の目盛指示値は 250に ならな くてはならない )。 背后 よりの光線は此

の比 に対 しほんの僅 か しか影響を及ぼさない。

第四段階 輝度域の調整

(a)自 色平板の代 りに光球 をとりつける。

(b)光球 をカメラに向けて被写体位 置にてプロ ツク・ ウエイを保持 し

針の指示を読み とる。 “ライ トが全部ついている場合には、此の目

盛指示は 650に ならなければならない。そ うではない場合は、そ う

なるまで主光線の強度 を変化 させ る。是 はほんの僅かの調節ですむ

ものでな くてはならない。

(C)ア ウ ト・ポ インターを 650(11+)に 合せ イン・ポ インターの指

示値 を読み とる。此の値 は 2+(20)と な り、被写体の中点輝度 を示

す。若 しも、所要の効果 を得 るために、16対 1の 輝度域が前からの

経験て判明 している場合には、被写体の輝度 80(中点の 4倍 )は 良

好 な色彩 を再生するための最大極限値である。輝度の最 も低 い被写

体 は最低 5の輝度 (20の /)て なければ此の面の色を美 し (表現す
る事は出来 ない。

(d)光球の代 りに光角度板 をとりつけ80よ りB月 るい ところも5よ りも
暗 い所 もないよ う確 める意味 で、明0き両面の輝度 を測定せよ。

第五段階 正確な露出を求める。

(a)第四段階て述べた通 り、光球 を用いて得 られる目盛指示値に就い

ては、普通の照明では要求される通 りか
つきり%オ少て1/28と なる

露出が正確 な値である。上述の方法ても
つてフロ ンクウエ イ・ メー

ターにより迅速かつ確実に11明 に関する全要素の直戴に して積極的

な調整が始めて可能 となろ訳 である。



正 しい露 出の手 ほ どき

一度 もプロ ツクウエイを御使用 しなか つた万々の為には フロ ンクウエ

イの使用法が実に簡単なものてあ ると云 う事がお解 りにならないて、

色々な質問をなさつて (る 人があ ります。 そして質問中よつ代表的 な

い くつかを捨 つて見 ましようか ?

質 |■ 1 とうしてフロ ツクウエイては一般の反射光線式メーターて
´
得

られる露出の18示値 と同 しにならないのて tよ うか。 ?

答    フロ ンクウエイか ら得 られる13示値が一般の反月卜t線 式メー

ターて得 られる、指示値 と異 るのは当然の事てあ ります 夙

射式 と入射式メーターとは、原理か根本的に異
つてい るのて

御庄居 ます。

ますフロ ノクウエイて露出を決めて写真を撮 つて下さい。そ

してねんの為に他のメーターて計 つた露出てや つて見てキ吉果

を比 0交 して 下さい。そ うすれは |も 果は一日僚′ヽてす。フロ
ソ

クウエイによせられた 自8の 信
"は
■llら れなか つた事が民

くお解 りに成 るて しよう。

質問 2 フロ ツクウエイては背景の 3月 るさの昂デJは とうて しようか ?

答    フロ ンクウエイはハ ンタを計 るのではな くて被写体 にあた つ

た光だけを計 るのてすか ら、 したか つてハ /ク の明 るさに依
つて露出が左右 される事はあ りません .

質問 3 他のメーターては被写体 に向けて計 るのにフロ ンクウエイて

はどうしてそ うしないのてすか ?

答    フロ ノクウエイは本当の 入射式メーターなのて被写体 に注 ぐ

光だけをもれな く計 るのてす。光球は被写体 をカメラの方か

ら見て、それを立体的に小 さ (引 き移 したものてあ ります。

光球 は本来立体的な被写体 をカメラの側 から見てそれを立体

的にその まま小 さくしたものてあ ります。 したが
つて九球 は

被写体 と同 じ光を受けますから被写体の位置からカメラの方

l_光球 を向けるのてあ ります。
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質問 4 フロ ツクウエ イでさえ針の動 きを示すことの期待出来ない様
な低 い光線状態ては どうして緊急目盛指示を得 られるで しよ

つか ?

答   光球 とスライ ドを取 りはず しなさい。そ して裸の光電池 (受
光部)を カメラに向けなさい。アウ ト、矢印 を裟十のオ旨示値 よ
り3絞 lr.い値 にセ ツトしなさい。

J質 問 5_ シヨーウイン ドウの露出を決定す るにはプロ ツクウエイはど

の様 に使用すればよいので しようか ?

答   光球 と照度切換用スライ ドNo lを 取 りはず して裸 に した光
電池を窓の内部に向けなさい。 イン・アウ ト矢印でな ぐて、

スライ ドと云 う言己号 をう十のオ旨示値 にセ ツトしなさい。

質問 6.特定の風景に偏光フイルターを用いる際此のフイルターの倍
数 (直 をどのオ茉に して測定 したらよろしいて しようか。?

答   光角度恢 を所定の位 置に取 りつけてメーターを被写面に向け
なさい。次に光角度 板の上 に偏光フィルターをのせて針の変

化 を読み とつてか ら光球 を用いて得 られる露出に此の変化値

だけ補正 を行いなさい。

質問 7 ブロツクウエイは戸外で太陽 によるパ ツクライ トを持 つた人
物の撮影にはどの様に使 われるで しようか ?

答   ご く普通の用法でプロツクウエイを使 う事に依 り顔は正 しい

露出が得 られるで しよう。 しか し、もしも太陽が明 る (照 つ

ている地平線に対 して正 しい露出を希望す る場合にはレンズ

の絞 りを半日盛 りか ら 1目 盛 り絞 り込みなさい。

質問 8 飛行機の中てはブロツクウエイはどの様 に使 いますか ?
答   太陽が輝やいている窓際 まてブロ ンクゥェィを持 っていって

光球 を太陽 に向けて露出を決めなた い。そ して得 られた露出

て飛行機の反対側の窓の外の写真 を撮 りなさい。(露 出計に入

つて来 る光は窓ガラスに依 つて弱め られますが、カメラレン

スに入 つて来 る光 も同 じ量だけ55め られますので結果は差引

き同 じ事に成 ります。)

質問 9.映画のタイ トルを作 るに適正露出を得 るにはどうすれ llよ い

で しようか ?



タイトルの中心に向 つてフロツクウエイを持 つてイうつて光球

をカメラの方に向けなさい。露出はモノクロームて もカラニ

で も正確 に得 られるで しよう。

質問10 太陽の光を一様 に受けた自い壁の様 な極端 に8月 るい色の被写
体のカラー写真を撮 るには どうすればよいですか ?

答   正規の方法 てフロツクウエイをお使 いなさい。 しか し得 られ
た絞 り値 よりも%だ け絞 り込みなさい。 しか し、 もしも画面
の内て特に目立 つて居 る場合には特に絞 り込、まずそのま ヽ

の露出を使 って下 さい。 さもない と適正な肉乗が失われます。

質 P・511 摯 つた葉の様に非常に暗い被写体のカラー写真を撮 るにはど
うしたらよいて しよう ?

答    正規の用法てフロツクウエ イを使 いなさい。 そ して得 られ
た指示値 よつただけ大 きく開いて下さい。 しか しその画面に

目立 つたノ、物が居 る場合にはメーターの指示値をそのま 使ヽ
い肉乗 を大わない様に します。

質問12 カメラレンスにフィルターをつけてモノクロームて写す場合
の適正露出はど うすれば得 られ るて しようか ?

答    まずフイルムスはフィル ターのメーカーから正 しいフィルタ
ーイ子数 を見つけて下 さい。此の係数はフィルタ■に依 つて光

が吸収 されるために必要 と成 つた露出倍数 と成 ります。
ブロンクゥェィに現われた指示値 を此のフイルター係

数で割なさ tヽ 。そ してこの割 つた新 しい光量値 に赤い指1票 を

合わせない。夕1え ば或 る特定のフイルムに或 る種 の黄色フイ

ルターを掛けた時の係数が 2で ぁつたとします。そ してフロ
ツクウエイの1旨針が 25oを 示 した時にはその 250を 2て糖1つ
た値 125に 赤い指

'十

を合せるのてす。

質問13 フロツクゥエイの露出指示は望遠 レンズに正確て しようか ?
答   望遠 レンズのためには補正 などの変更をすること無 しにプロ

ツクウエイによつて与 えられた露出指示値 を用いなさい。

質問14 カラー撮影ていい色 を得 る為には露出さえ正 しければ、それ
て良いので しようか ?
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11   正 しい露出が|こ体に何 よりも大切てある事は勿論ですが薇写
体 に注 ぐ光の色かフイルムのカラーバ ランスに一致 していな

ければなりません。 B没直前に撮 つた写真は黄色が勝 すす さ
た り時にはオレンチ色に成 る事がありますが比れは、太陽光

線が赤Qれ掛 つているか らであ ります。手近かな繁 つた葉から

の反射光は被写体 に緑 り掛かつて出て来 ます。

晴れた B陰 て撮 つた写真は日光不足の為に青味 1ま卜つて撮れる

で しよう。

1l Щ15 ボ ートレー トの場合背景が10何程明 るいか と云 う事がわかる
で しようか ?

11   光球 をカメラの方に向けて背景 を背に してフロ ノクゥェィを
持 つて下 さい。被写体位 置の場合 と同 じに入射光 を取

つて読

みなさい。すると両者共貴方の3艮 て見 るの と同 じ様 に出るで

しよう。 もしも背景の位 置て計
つた光が被写体位 置の場合の

%て あるならば背景は日で見たよりもだいふ暗 (成 つて現た

れるで しよ うう。

11116 反射防止の コーテインクをほとこしたレンズの場合フロ ノク
ウエイの露出て正確て しようか ?

1   大書F分 のレンズのコーテインクは、ほ とん と影響がありませ
んからフロツクウエイの示す露出を特に補正 しな くてもつか

えます。

11問 17 と うしてフロ ノクゥェィはそんなに正確 なのて しようか ?

11   入射光が正 しい露出の為の真の基準てある事は経験に依 つス
明 らかでありますのてフロ ンクウエイが正確てあると云える

のてあります。被写体のカメラに向い合 つた側に注 ぐ入射光

は、光球に依 つて余 す所無 (正確にメ1足 されますので貴方の

シヤ ノター と絞 りか正確にセ ントされるのてあります。

質問18 フロ ノクゥェィは手をいつぱいに仲 して計 つた方が最 も良い

結果が出ると云 う事 はどうしてですか ?

=   
或 る条件の下ては撮影者の着皮の明 るい色が光球に反射 して

多少影響 を及ぼ しますのて手を仲 して持つ方が良ろしいので

す。



小被写体の撮影 タローズアツプの露出補正表
補正率=(M+1)2
但 しM=拡大

露出の補正

被写体がカメラレンズの焦点距離の10イ
=よ
りもカメラに接近している

時は必ずプロックウエイの指示する露出を増加しなくてはならな
い。

例えば、カメラに5イ ンチのレンズをつけた場合は50イ ンチよりも接近

している被写体はとれも普通よりも露出を多くする必要があります。

入射光の測定

出来るだけ被写体に接近してプロックウエイを保持し光球をカメラレ

ンズにむける。若しもライトが被写体に非常に接近しているとするな

ら、被写体を除いて、光球を被写体位置で保持することが望まし
い。

此の様にすれば、光球の受ける光線は丁度被写体を
Bgら す光線と同一

になる。

クローズアツプ用に補正される露出を求めるには

1 ■規の方法で露出を決定する。
2.被写体の大きさとグラウンド・ガラスに現れるその像とを■1定す

る。

3.若 しも像が被写体より大さい場合は拡大するために像が被写体

よりも小さい場合は縮少するために、大きい方の値を小さい方の値

で害1る 。

4.次の頁に記載されてる表から補正率を求める。

5.プ ロックウエイを用いて保られる露出値に補正率をかける.

縮 少 拡 大

体

の

写

と

被

像 補 正 率
と
比
体
の
写
と
被
像 補 正 率

20  to
19

18

:7

16

15

14

:3

12

1:

10

9

8

7

6

5

4.5
4

3.5
3

2.75
2.5
2.25
2

1・ 75
:・ 5

1・ 25
1

1.10
!. ll

:. 12

1.12
1.13
1 14
: 15
1.16
1.17
1.:9
1.21

:.24
: 27
1.3:
1.36
:.44
:.50
1.56
1.65
1.78
1.86
1.96
2.09
2.25
2.47
2.78
3.24
4.00

25
50

75

25
5

75

5

5

4

5

6

7.

9

10.

12

14

16

20
25
30
36
49
64
81

100
121

144
169
:96
225
256
289
324
36:
400
441



表なしでクロースア ンプの露出補正を行 う1場合

1 露出を正規の方法てもって決定せよ。紙面に選足せるシヤ

時間 と絞 り値 との組合せ例 えばf/15, 1秒 (第 4図 )と 記 せ。

2 フロ ツクゥエ イの1/slo pス ヶ―ルが焦点 ,巨離 を表す もの と考えよ。
算定 された露出時間(1秒 )を 使用 レンスのインチて表 される焦点 EE

離 に合せなさい。か (し て、若 しも8ィ ンチの レンスを1史 用するな

ら、 1秒 をr/SiOpス ヶ―ル(第 5図 )の 8に 合 せな さい。

3 ヵメラを大写 しの被写体に焦 点を合せて、 レンスのま り・ リング

とクラウ : トガラススはフイルム面 との距離 (イ ンチ)を ′量1定せょ。

4 1/sio pの スケールよりこのレンス フイルム間の距離に匹敵 する

数イ直を示めょ。llの 数値にォロ対 してクロースア ンブ用 として目奎方的

に補正 されている新 しい露出時間が示 される。

イラiえ は、 8イ ノチの レンスめ` ク0-ス ア ソフ・用 としてヤL=さ オせる
'場
合

フイルムより16ィ ンチ離れているとすれは1/slopス クー,上 の 16に イロ

対する値は 4秒てこれは前 も ぅて定めておいた1/15の キtつ
`こ

に対 し用

tヽ られる新 しい露出 8寺 FoOて あ る。

太陽光線 。フラ
ィ
シ
「 Fl,fl鱈

夕 I

口

＝

＝

＝

＝

＝

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｊ

Ｉ

日

１

日

１

１

日

ロ

ヨ

ョ

ロ

ー

ヨ

ー

ノロ ックウェィメーターにより太陽光線 をフラ ンシユても つて正確 に

バ ランスする最 も簡単に して迅速な方i去 を撮影者は利用出来 る。プロ

の撮影所の撮影技eTが 日常す くれた作品 を製作するのに用いているの

と同一―のラ イトのバ ランス上の基本的方式が始め てフラ ノシユにも適

用 されるわけてあ る。此の革新的に して類のない程簡単な方法てもっ

(ハ イライ トをシャ トウてス ランスする際、正確 に是 をコン トロール

する事が出来 る。

1 被写体位 置より直接 に太陽 に光球 を向けて太陽光線の強度 を測定
する。例えは 輝度 切換用 スライ ドをとりつけて太陽光線の強度が
200と なれは、実際の光の値 はフー トキヤン ドルて

200x30=6,000と なる。

|‐

li,II;::lii「
i::[]i3'i急

ittl10『勇:;[

3 使用中の閑光電球に相 当する表 (39頁 以 下数頁にゎたって掲載 さ
れてる)を みて、左但1の行 をたとって

`テ

くと1500(最 も近い数は16
00)に あ う。これを横にたとると、使用中のシヤ ンタースピー ドに
ついて、該電球 をどの位離 す老要があるかを調べ る。プレス25て シ

ヤッタースピー ド%。秒にすると、前

'1の

4:1の比に対する適正補助光
光線 を得 るには、該電球 を被写体 から22%フ ィ_卜 離 して配 置 しな

くてはならない。

4 1て 得 られる光の値 を用いて、カメラのセ ンテインクを決定 して
も差支えない。

鳳【【(で l`llj,〃脚
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レンズとフィルムのたな

焦 点 距 離
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た「1上の諸特性

. ンクウエイ・メーターは露出計の新 しい高度の規準を確立するもの

(.',る 。設計に於いては―流の聖林の撮影所の技師のカラー、黒白撮

∵
`1カ
↑ける経験が具体化 した事てある。フロノクウエイ・ メーターの特

んとしてあげ られ るもの としては、従来 よりも長 くて視或の拡大 した

.イ ト・スケール (角 長は10ぴ 以上 )、 壊れない広角視域型Pに xig ass面

「|力 のAin coV磁 石、極 めて高度の回転モーメン ト、厳格な許容度に

¨|=す るよ う試験 されている選 り抜 きの優秀な光電池、左右の ヽれが

な くて、直ちにlξ示 目盛 まて ,、 れ る雀|、 精密な製作を うけ、テス ト

占格 してる光球 、精密な光学上の規格に従い各々メーター較正 を受

(い る事等てある。
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プロツクウエイの取扱上の注意

ブロ ノクウエイは精密電気計器であ る。普通の取扱い上の注意 を払え

ば、長期にわたつて安′じして使用出来 る。 との様 な場合て も、 どのよ

うな方法てあつても、決 してフロ ンクウエ イを開けた り、い じつたり

してはいけない。落 した リスは急激な衝撃 を与 えた りす る事た避けね

ばならない。

光球 はj青 潔に保 ち、傷のつかぬ様取扱 いに注意する事、傷が ういても

塵ナ美がつもつて光の透過率がやや落ちる事 を除いたら、害は全然ない。

光球 は石けんや、ぬるま湯て,先浄 して差支えない。

輝度切換用スライ ドは必要あれば、わずかだけ曲げて反 をもたせると

ぴ った り合 うようになる。フロツクウエイは極度の高温や湿度にさら

してはならない。暑い天候には車のグラブ・ コンパ ーメン トにプロツ

クウエイを保管することを避 けなければならない。

修  理

セコニックスタジオSの ご愛用、誠に有難とうございます。このメ

ーターは露出計専間の工場で綿密な品質管理のもとに生産しておりま

すが、万―故障の起りました場合は弊社各サービスセンタ
ーにお申し

つけ(だ さい。

パ ッケイジに同封の保証書は、お買い上げと同時に販売店にて必要

事項を記入して差上げております。同保証書は自然故障
に対してお買

い上げ後 1カ 年間の無償修理を保証致しておりますので、修理ご依頼

の際には保証書を提示 (だ さい。その他、どのような故障でも各営業

所、サービスセンターにお申しつけくださ
い8
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命 疎桑覆コ′TJし
営業 企画部  東京都板橋区志村2-16-20 (960)8171
大阪営業所  大阪市東区本町225く本町ビジネスビル1階〉(251)1621
名占屋営業所  名古屋市東区武平町4-17  (962)3981
福岡営業所  福岡‖j奈良屋町120く奈良屋ビル1階〉 (29)3631

1畷庭 駈■ り 写 ・r7
サービスステーション

●東京都新宿区市ヶ谷田町 3-8新 杵ビル (269)7241

現金正価 李_安羊
6,388

附属品¥ 600
(白色平板・光角度板 )


